


※床面からの設置高さは推奨の
　高さです。
　ミラー扉の高さ(1500)を考
　え、使用しやすい位置に製品
　がくるように、床面から上げ　
　る高さを調整してください。

（単位：mm)施工手順

［5］ミラー扉設置準備
　ミラー扉裏面のカップ穴にスライドヒンジを付属の
アルミ扉用丁番ビス（L=10)で取り付けます。

［6］ 本体へミラー扉を設置
スライドヒンジを座金にはめ込みます。

②扉の開閉方向を決定し、開閉しない側の側板に座金とダンパーを取り付けます。

［3］ 本体の設置
①手掛かり部分を確保するため、本体を壁仕上げ面より13mm以上出して
　設置します。

②ボックス本体内部よりビス(L=51)で下地枠に固定し、ビスキャップを取り付
　けます。
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【断面図】

※施工手順【2】【3】【5】の図はスリッパ収納ボックスを表記していますが、小物収納ボックスも同様の施工を行なってください。

・可動棚用受金具の前受は左右の形状が異なりますのでご注意く
ださい。

・使用するダボ穴の位置が同じ高さになるようにご確認ください。

ご注意

フィニッシュネイルのガンエア圧が強
すぎると背板を貫通し、取り付かない
場合がありますので、ご注意ください。

ご注意

ご注意

［４］ 本体へ可動棚板を設置
可動棚受金具をダボ穴へ下図のとおりに差し込み、可動棚板を乗せます。

可動棚板

可動棚板
可動棚板

可動棚板

可動棚板

側板

可動棚用受金具
前受(左)

背板

後受

スリッパ収納ボックス

施工前の準備
本体設置場所に下地枠（現場調達）を
取り付けます。
寸法は右図を参照してください。

［2］ 背板の取り付け
背板を本体（側板、天板、固定棚板、底板部分）にフィニッシュネイル（現場調達）、または釘（現場調達）を本体背側から打ち、固定します。
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下地枠

推奨高さ

・下地枠の垂直・水平を
下げ振りや水準器で
ご確認ください。

・「据え置き」「直付け」で
の施工は行なわない
でください。

ご注意

背側 側板
(木口エッジテープ無し）

背板 背板

フィニッシュネイル：100mmピッチ
釘：200mmピッチ

扉側 側板
(木口エッジテープ有り)

［1］ 本体の組み立て
平行な場所に側板を置き、ダボ穴に接着剤を塗布し天板、固定棚板、底板を当て木をして挿入して
ください。もう一方の側板も同様に、挿入してください。

天板

固定棚板側板

天板

固定棚板側板

側板

底板

側板

底板

アルミパイプ

スリッパ収納ボックス 小物収納ボックス

本体の組み立てには必
ず当て木を使用してくだ
さい。

ご注意

※フィニッシュネイルは100mmピッチ以内、釘は200mmピッチ以内で施工をおこなってください。

フィニッシュネイル
又は釘（共に現場調達）

カチッ

天板

ダンパー

①扉のゆがみ・左右の位置を調節
天板

ミラー扉

右図Aに示すネジ
を左右に回して、扉
の左右の位置を調
節してください。
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=ビス(L=51)取り付け位置

側板（左）（右）　各6カ所　計12カ所

ビスで固定
下
地
枠

側
板 ビス

キャップ

ビスキャップ取り付け

ビスキャップセット取り付け手順
ビスキャップワッシャーをビス(L=51)に
とおして製品を固定した後、ビスキャップ
を取り付けます。

=座金取り付け位置
側板
４カ所（下穴あり）

扉側
※ビス穴がある方

扉側
※ビス穴がある方

奥側

奥側

座金をシステムビス（L=13.5)で本体に取り付けます。

←

←

←

←

ダンパーをシステムビス（L=13.5)で本体に取り付けます。

システムビス
(L＝13.5)

システムビス
(L＝13.5)

側板

側板

天板

天板

ダンパー

座金

=スライドヒンジ取り付け位置
ミラー扉　４カ所（下穴あり）

=ダンパー取り付け位置
側板
上下2カ所（下穴あり）

正しくはめ込むとカチッと音がします。

座金の取り付け方向(上記図参照)を必ずご確認ください。
逆に取り付けると扉を付けることが出来ませんのでご注意ください。

ご注意

スライドヒンジ
座金

［7］ ミラー扉の位置を調節
ミラー扉取り付け後、位置の調節を行ないます。（下記参照）

A
吊り元側

前後に動かす

開く側

②扉とボックスのすき間を調節
右図Bに示すネジを
ゆるめ扉を前後に
動かして調節し、ネ
ジを締め直して固
定してください。

扉とボックス
の隙間（前後）
を調節

扉のゆがみ・
左右の位置を
調節

ミラー扉

B

③扉の上下を調節
右図Cに示すネジ
（座金にあります）
をゆるめ扉を上下
に動かして調節し、
ネジを締め直して
固定してください。

扉の調整後必ず2～
3回開閉し、扉が確実
についていることをご
確認ください。

扉の上下を
調節

C

17.52.5

ミラー扉

側板 側板

壁仕上げ面

下図のように、ボックスと扉の差が
開く側：17.5mm、吊り元側：2.5mmと
なるよう調整してください。
【上面図】

※ ミラー扉は反転することで開閉方向（左開き／右開き）を自由に選択できます。

アルミ扉用丁番ビス
（L=10）

小物収納ボックス

システムビス
（L=13.5）

下地枠
ボックス本体

可動棚用受金具

ネジ/右回し…扉/開く側へ移動
ネジ/左回し…扉/吊り元側へ移動

左回し
右回し

ネジを
ゆるめる

ネジを
ゆるめる

［完成］

※下穴はありません。

吊り元側 開く側

小物収納ボックス
下面には赤いシー
ルを貼っています。
設置する際は赤い
シール貼り付け面
を下にして設置し
てください。

※左図はスリッパ収納ボ
　ックスになっています
　が、実際は赤いシール
　貼りがあるのは小物収
　納ボックスのみです。
　スリッパ収納ボックス
　はアルミパイプを下に
　して設置してください。

ボックス上下を
ご確認ください。

ボックス本体

下地枠

赤シール


